
NO.100 （8）日 高 市 議 会 だ よ り

子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

�

池
田
　
和
子

行
幸
啓
を

後
世
に
伝
え
る
記
念
碑
を

�

山
田
　
一
繁

一
般
質
問
の
要
旨

孤
食
を
防
ぐ
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り

武
蔵
高
萩
駅
さ
く
ら
口
　

佐
久
間
家
敷
地
内
の
行
幸

記
念
碑

問　

子
ど
も
食
堂
開
設
の
考

え
は
。

答　

運
営
資
金
の
確
保
、
行

政
の
支
援
の
在
り
方
な
ど
十

分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
地
域
の
意
見
や
他
市
の

成
功
事
例
を
参
考
に
、
当
市

の
実
情
に
あ
っ
た
子
ど
も
食

堂
の
開
設
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問　

ひ
と
り
親
家
庭
サ
ロ
ン

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答　

先
月
は
６
名
の
方
が
参

加
。
交
流
や
情
報
交
換
の
場

を
つ
く
る
こ
と
で
、
孤
立
し

が
ち
な
ひ
と
り
親
の
方
の
不

安
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
や
、

生
活
の
自
立
に
向
け
た
支
援

な
ど
の
情
報
を
得
た
り
、
実

際
の
支
援
に
つ
な
げ
た
り
す

る
こ
と
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。
今
後
、
定
期
的
に

開
催
し
た
い
。

問　

市
民
へ
の
周
知
や
研
修

会
な
ど
を
行
う
考
え
は
。

答　

県
で
開
催
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、情
報
提
供
を
行
う
。

地
域
の
状
況
を
考
慮
し
た
う

え
で
、
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。

　

納
税
に
つ
い
て

問　

今
年
度
、
ど
の
く
ら
い

の
相
談
が
あ
り
、
納
税
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
か
成
果
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

４
月
か
ら
11
月
ま
で
に

火
曜
日
の
延
長
窓
口
で
は
、

35
回
の
開
設
。
相
談
者
が
17

人
、
納
税
者
が
188
人
、
延
べ

205
人
が
窓
口
に
来
庁
。
月
末

日
曜
日
の
窓
口
は
、
８
回
の

開
設
。
相
談
者
が
29
人
、
納

税
者
が
146
人
、
延
べ
175
人
が

窓
口
に
来
庁
。
一
定
の
成
果

が
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
予
定
。

　

防
災
士
に
つ
い
て

問　

資
格
者
の
男
女
別
の
人

数
は
。

答　

平
成
29
年
10
月
末
日
現

在
、市
内
に
33
名
の
防
災
士
、

う
ち
女
性
は
２
名
。

問　

消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
防

災
士
へ
の
登
用
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

答　

消
防
団
を
通
じ
て
促
し

て
参
り
た
い
。

問　

自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
と
は
。

答　

各
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
実
践
的
研
修
を
開
催

し
、
今
ま
で
に
約
150
名
の
方

が
受
講
。
災
害
図
上
訓
練
Ｄ

Ｉ
Ｇ
や
応
急
救
護
訓
練
、
自

主
防
災
組
織
の
意
義
と
役
割

な
ど
の
研
修
を
行
い
、
災
害

時
に
地
域
で
活
躍
で
き
る
組

織
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

問　

９
月
20
日
の
天
皇
皇
后

両
陛
下
行
幸
啓
後
の
巾
着
田

へ
の
来
客
状
況
は
。

答　

天
候
の
良
い
日
が
続

き
、多
く
の
来
客
が
あ
っ
た
。

会
場
で
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
ご
来
場
に
な
っ
た
こ
と
、

当
時
の
様
子
を
訪
ね
る
お
客

様
が
多
く
、
特
に
24
日
の
日

曜
日
は
１
日
の
来
場
者
数
が

２
万
５
千
人
を
超
え
、
こ
の

５
年
間
で
最
高
と
な
っ
た
。

問　

昭
和
天
皇
陛
下
は
過
去

３
回
日
高
市
を
訪
れ
て
い

る
。

　

昭
和
天
皇
行
幸
記
念
碑
は

現
在
、
武
蔵
高
萩
駅
さ
く
ら

口
前
の
個
人
宅
に
建
立
さ

れ
、
と
て
も
立
派
な
た
た
ず

ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
今
回

の
記
念
す
べ
き
慶
事
を
後
世

に
伝
え
る
行
幸
啓
の
記
念
碑

を
造
る
計
画
は
あ
る
か
。

答　

両
陛
下
が
行
幸
啓
等
で

訪
問
さ
れ
た
各
地
に
記
念
碑

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
巾
着

田
に
も
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
曼
珠
沙
華
の
咲
く

風
景
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な

華
美
に
な
り
す
ぎ
な
い
も

の
、
ご
来
場
の
お
客
様
が
記

念
に
写
真
撮
影
な
ど
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
を

作
製
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

過
去
の
実
績
に
甘
え
る

こ
と
な
く
、
巾
着
田
を
よ
り

良
い
形
で
次
世
代
へ
継
承
し

て
ゆ
く
た
め
に
も
、
こ
れ
か

ら
の
対
応
が
重
要
と
な
る
。

集
客
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
今

後
の
対
策
と
展
望
は
。

答　

知
名
度
は
格
段
に
向
上

し
た
と
考
え
ら
れ
、
来
年
以

降
、
今
ま
で
以
上
の
来
客
が

予
想
さ
れ
る
。
巾
着
田
の
原

風
景
の
維
持
と
い
う
原
則
を

念
頭
に
置
き
、
集
客
の
た
め

に
必
要
な
整
備
を
進
め
、
Ｐ

Ｒ
も
強
化
し
て
い
く
。

　

道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て

問　

物
事
を
多
角
的
に
考
え

る
道
徳
は
す
べ
て
の
教
育
活

動
に
つ
な
が
る
。
道
徳
の
教

科
化
は
改
め
て
教
師
の
力
量

が
試
さ
れ
て
い
る
。
教
科
化

に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の

か
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感

情
や
生
命
に
対
す
る
想
像

力
、
社
会
参
画
意
識
の
不
十

分
さ
が
い
じ
め
や
暴
力
行
為

な
ど
の
問
題
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
、
道
徳
教

育
の
意
義
や
可
能
性
を
見
直

す
。
副
読
本
は
副
教
材
扱
い

で
、
費
用
は
市
の
負
担
だ
っ

た
が
、
平
成
30
年
度
の
小
学

校
、
平
成
31
年
度
の
中
学
校

か
ら
は
国
の
検
定
教
科
書
の

中
か
ら
教
育
委
員
会
で
採
択

し
、
国
か
ら
無
償
で
給
付
す

る
方
法
と
な
る
。


